
令和５年度学校力向上に関する総合実践事業 成果普及資料 
 

【クラウドによる健康観察】

【クラウドによる連絡システム】 

ICT 活用による業務の効率化 

中核校 大樹町立大樹小学校 指定校 
広尾町立広尾小学校、広尾町立豊似小学校 
広尾町立広尾中学校、大樹町立大樹中学校 

 
■ 実践前の状況 

・始業前の時間における、欠席児童への保護者連絡等、学級担任の業務が多く、授業準備等に影響が出
ていた。 

・朝の健康観察時、紙による集約に時間を要し、緊急時の判断及び対応が遅れる懸念があった。 
 
■ 実践の概要 
 ○ 教室と職員室をクラウドでつなぐ連絡システム 
  ・アプリを活用した保護者からの欠席連絡をクラウド

上で教職員全員が共有できるようにするとともに、
学級担任がクラウドを経由し、欠席児童への保護者
連絡等を教室から職員室へ依頼することができるシ
ステムを構築したことにより、学級担任は教室を離
れることなく、授業準備や児童への指導を行うこと
ができるようになった。       

○ 児童の健康状態を迅速に把握するデジタル健康観察                
・紙による健康観察の集約から、クラウド上で集約す

る方法に変更したことにより、児童の健康状態の把
握及び感染症流行時の正確な人数集約や緊急対応に
ついて、迅速に行うことができるようになった。ま
た、教職員全員が全校児童の心身の状態を把握でき
ることから、複数で児童の日々の健康に目を配るこ
とにつながった。                     

 
■ 実践の充実に向けた取組の工夫 
〔教頭など、職員室にいる職員の取組〕 
 ・始業前の時間における保護者からの連絡に係る対応について、教室の学級担任から依頼される保護

者への電話連絡等は教頭が行うなど、職員室にいる職員が担うことにより、学級担任は、登校して
きた児童に向き合い、児童の朝の心身の状態を確認することに専念できるようにした。 

〔養護教諭の取組〕 
 ・養護教諭が、デジタル健康観察表を作成し、デジタル集計された全校の健康観察結果を全教職員と

共有することにより、集計を短時間で行い、健康状態が気になる児童への個別観察を素早くできる
よう工夫した。 

 
■ 成果（○）と今後の課題（●） 

○ 教職員アンケート「業務における ICT 活用度はステップの何段階目か」の項目について、活用が
推進されていると実感している職員が増加した。 

７ 月 ステップ１：56.6% 、ステップ 2 ：17.4% ステップ３：4.3%  
12 月 ステップ 1 ：38.1％、ステップ２：28.6%、ステップ３：14.3% 

 ● 教職員間で ICT 活用の差が生まれないよう、クラウド活用の方法の周知徹底等、全教職員の共
通理解の下、取組を推進する必要がある。 

 


